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Department of Education）「National Center for Education Statistics の調査」、国
立科学財団（NSF; National Science Foundation、以下は｢NSF｣と略記）「 Division of 

































































































































注1）日米データの導出・比較方法の詳細（「Characteristics of Doctoral Scientists and Engineers in the 
United States: 2001, Detailed Statistical Tables」、Kelly H. Kang, Project Officer、Division of Science 
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1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001
教員数（本務者）
（人） 123,838 126,445 129,024 131,833 134,849 137,464 139,608 141,782 144,310 147,579 150,563 152,572
博士課程
終了者数(人） 6,201 6,484 6,765 7,366 8,019 8,968 9,860 10,974 12,192 12,375 13,179 13,642
課程博士














































         ・教員数、博士課程修了者数；文部科学省「学校基本調査」、平成2年度～平成13年度 
         ・課程博士取得者数；文部科学省科学技術政策研究所「調査資料 No.88 平成12年版科学技術指標データ集－改訂第
２版」の1990年～1999年のデータ、文部科学省調査による2000年～2001年のデータ 




44,160 44,904 44,808 44,077 46,010 45,876 44,652 44,446 43,185 42,132 40,659 39,294 博士号取得者数（人）
うち Full-time 631,824 590,937 568,719 676,574 668,819 535,623 
(人)

















 ・U.S. Department of Education, National Center for Education Statistics発行 
・“Fall Staff in Postsecondary Institutions”1997年度版及び各年度版 
・“Postsecondary Institutions in the United States and Degrees and Other Awards Conferred”  
2001年度版及び各年度版 
・“Degrees and Other Awards Conferred by Degree-granting Institutions”1995年度版 
・“Staff in Postsecondary Institutions and Salaries on Full-Time Instructional Faculty”2001年度版 







































































































・U.S. Department of Education, National Center for Education Statistics発行 
・“Fall Staff in Postsecondary Institutions”1997年度版及び各年度版 
・“Postsecondary Institutions in the United States and Degrees and Other Awards Conferred”  
2001年度版及び各年度版 
・“Degrees and Other Awards Conferred by Degree-granting Institutions”1995年度版 
・“Staff in Postsecondary Institutions and Salaries on Full-Time Instructional Faculty”2001年度版 


















































































































































60,000 55,000 50,000 48,000 全体
68,000 62,000 58,000 55,000 博士
64,000 59,000 53,500 50,000 修士






























民間・非教育部門 政府 テニュアトラック／4年制大学 ポスドク 他の教育部門 全体
コンピュータ科学 82,000 66,000 53,000 － 60,000 75,000
工学 70,000 65,000 56,300 38,000 55,000 66,700
ライフサイエンス 61,000 48,000 42,500 28,000 36,000 35,000
数学 60,500 55,200 39,500 40,000 38,000 45,000
社会科学 53,000 52,400 40,000 30,500 35,000 45,000
物理学 64,000 58,000 39,400 32,700 39,000 52,000
全体 68,000 55,000 43,400 30,000 33,000 48,800
学位取得分野
平均年俸（＄）










































1995年 50,000 69,700 69,700 84,800 81,300 98,800
2001年 50,000 72,000 76,000 97,000 99,000 110,000
1995年 42,200 69,700 52,100 77,900 65,100 91,800
2001年 43,000 74,000 57,100 81,000 73,000 100,000
1995年 43,500 72,000 59,300 87,100 69,700 93,000
2001年 45,000 72,000 68,000 94,900 80,000 100,000
1995年 46,500 66,400 58,100 73,200 68,600 87,100
2001年 47,000 70,000 61,000 75,900 70,000 89,000
1995年 58,100 83,700 67,400 93,000 75,500 98,800
2001年 62,000 90,000 74,000 96,600 86,500 105,000
1995年 46,500 69,700 58,100 80,200 70,900 93,000





























1995年 63.3 4.3 32.4
2001年 53.1 5.4 41.5
1995年 56.8 11.5 31.7
2001年 55.2 10.2 34.6
1995年 40.1 9.4 50.4
2001年 36.6 10.3 53.1
1995年 52.1 11.6 36.4
2001年 51.8 10.4 37.8
1995年 33.1 6.9 60.0
2001年 27.8 7.5 64.6
1995年 48.5 9.9 41.6
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・新規領域の探索力・概念設定能力 （Idea leadership） 




・科学動向の先見的な洞察力 （Inspirational leadership） 





・メンバー・部下の統率力 （Team leadership） 
















































































































































































創造性 生まれてから中学校卒業まで 23.4 研究室等における活動 30.5
粘り強さ・忍耐力 生まれてから中学校卒業まで 34.0 自然に身についていた 40.8
ュニケーション能力 生まれてから中学校卒業まで 20.1 個人的な活動 28.4
専門分野の知識 大学院博士課程 46.4 研究室等における活動 68.3
分野周辺の知識 大学院博士課程 37.9 研究室等における活動 50.9
的思考力 大学院博士課程 31.1 研究室等における活動 49.7
課題設定能力 大学院博士課程 43.5 研究室等における活動 64.8
調査能力・データ分析能力 大学院博士課程 41.4 研究室等における活動 69.5
的判断力・俯瞰的能力 大学院博士課程 30.2 研究室等における活動 44.1
表現力・説明力 大学院博士課程 32.8 研究室等における活動 50.3





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































0.1 0.1 0.3 0.5 1.6 その他
3.9 3.9 3.6 3.3 3.1 雇用者負担
2.4 2.3 2.7 2.7 2.5 外国政府
28.4 29.3 32.2 32.6 32.2 自己負担
21.9 20.3 18.8 18.3 16.3 フェローシップ等
26.5 26.3 24.9 25.2 26.5 リサーチアシスタント














（出典）National Organization for Research at the University of Chicago,Survey of Earned Doctorates, Doctorate 











0.1 0.1 0.3 0.5 1.4 その他
3.1 3.0 2.6 2.3 1.8 雇用者負担
3.0 3.0 3.0 3.2 3.2 外国政府
14.5 15.1 18.1 17.4 18.3 自己負担
31.9 30.7 28.3 28.0 22.9 フェローシップ等
36.6 37.5 36.9 38.0 40.4 リサーチアシスタント

















0.1 0.0 0.2 0.2 0.7 その他
2.1 1.9 2.2 2.0 1.9 雇用者負担
2.0 1.9 2.3 2.5 2.3 外国政府
7.0 8.6 9.4 9.7 10.5 自己負担
17.7 16.0 15.4 14.9 13.9 フェローシップ等
46.4 45.7 43.0 43.0 43.6 リサーチアシスタント

















0.1 0.0 0.1 0.4 1.3 その他
5.0 4.8 4.5 5.2 4.9 雇用者負担
4.7 4.4 5.6 5.4 5.2 外国政府
8.5 9.9 12.3 12.6 13.6 自己負担
17.5 15.8 15.6 15.7 13.4 フェローシップ等
56.6 56.9 53.5 51.9 52.2 リサーチアシスタント














（出典）National Organization for Research at the University of Chicago,Survey of Earned Doctorates, Doctorate 

































（出典）National Organization for Research at the University of Chicago, Survey of Earned Doctorates, Doctorate 


















































































































































z 大学、研究機関の人を企業に出向させる制度（輸送用機器）      





共同研究等を通じて要求される研究の質の把握（その他製品）   














z 教育機関としての受け入れ（繊維製品）  



















































z 次のキャリアのステップにつながるスキルの教育（情報・通信）   
z 生涯教育の充実（電気機器）  
z （企業向け教育として）チャレンジする人材の育成 
z 大学は基礎課程をしっかりやってもらいたい（建設業）  
z 成果に対する貪欲さ、問題意識を高める政策（化学）  他 
                                    計 26 件 
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第 1回 人材関連プログラム達成効果調査アドバイザリ委員会 2003年 7月 9日（水） 






第 2回 人材関連プログラム達成効果調査アドバイザリ委員会2003年 12月 3日（水） 





第 3回 人材関連プログラム達成効果調査アドバイザリ委員会 2004年 3月 5日（金） 






第 4回 人材関連プログラム達成効果調査アドバイザリ委員会 2004年 8月 4日（水） 
     13:30～15:30 
 
(1) 平成 15年度 マネージャー・アンケート調査結果について 
(2) 平成 16年度 研究人材本人向けアンケート調査について 
(3) 科学技術人材に関する国際比較分析について 
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 第 5回 人材関連プログラム達成効果調査アドバイザリ委員会2004年 11月 5日（水） 
    15:00～17:30 
 
(1) 科学技術関係人材育成プログラム達成状況調査の今後の進め方について 
(2) 平成 16年度 研究人材本人向けアンケート調査結果について 
(3) 科学技術人材に関する国際比較分析について 
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